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国
語 

育成を目指す資質・能力 
全国学力・学習状況調査、 

学習評価等の結果に基づく課題 

資質・能力を育む指導方法・ 

指導体制の工夫 

○日常生活に必要な国語

について、その特質を理

解し適切に使う力 

○日常生活における人との

関わりの中での伝え合う

力 

○言葉を手掛かりとしなが

ら論理的に思考する力や

豊かに想像する力 

○言葉がもつよさを認識す

る力や言語感覚 

○国語の大切さを自覚し、

国語を尊重してその能力

の向上を図る態度 

本校における全国学力・学習状況調査 

平均正答率 ７５．０％ 

○全国学力・学習状況調査やＣＢ

Ｔの結果では、知識・技能、思

考・判断・表現ともに全国平均

や東京都平均、港区平均を上回

っており、おおむね身に付いて

いるといえる。 

 

 

 

 

 

○全国学力・学習状況調査やＣＢ

Ｔの結果によると、３領域の中で

は「書くこと」に関する正答率が

低い。自分の考えが伝わるよう

に書き表し方を工夫して書くこ

とに課題が見られた。 

○書くことに対しての苦手意識や

抵抗感が強く、書く内容が思い

付かない児童や、相手意識・目

的意識をもって分かりやすく書

こうという思いをもてない児童

が多い。 

 

 

 

 

〇ＣＢＴの結果によると、「読むこ

と」の文学的文章の読み取りに

関して、叙述を基に登場人物の

気持ちや場面の様子について

読み取る力に課題が見られた。

また、文章の内容を正しく読み

取ったり、読んで分かったことを

共有したりすることがまだ十分

ではない。 

 

○ＣＢＴの結果によると、「言葉の

特徴や使い方に関する事項」の

正答率が低い学年がある。語彙

が少なく、自分の思いを伝える

○目的をもって学習に取り組めるよ

う、明確で必要感のある学習課題

や学習計画を設定する。また、児童

自身がめあてをもって学習に取り

組んだり、自分の学びを振り返り、

次に生かしたりすることができるよ

うに指導する。 

〇協働学習支援ツールを使用して、

考えを伝え合ったり発表したりする

活動の中で、互いの考えを受容す

る雰囲気をつくり、相手の考えを聞

いて自分の考えを広げたり深めた

りする機会を設ける。 

○日常的に文や文章を書く機会を増

やし、書くことへの苦手意識や抵抗

感を減らす。また、苦手意識をもつ

児童に対して、個別指導やスモール

ステップで達成感を得られるような

工夫を行う。 

○書くことにおいて、目的意識や相手

意識を明確にもたせる。書く内容を

児童の身近な題材と結び付けて設

定するなど、児童が主体的に書く活

動に取り組めるよう工夫する。 

○高学年では、書いた文章を互いに

読み合い、推敲する経験を積み重

ねる。その際、相手意識や目的意識

を明確にもたせることで、記述内容

の充実を図る。 

○「読むこと」では、学習課題や発問

を工夫することで、児童が意欲的に

文章を読み進めていけるようにす

る。また、児童同士の協働的な活動

を通して学習内容を深めていく。 

〇叙述を根拠に登場人物の気持ちや

場面の様子を想像させる。言葉に

着目し、別の言葉で言い換えたり

詳しく説明させたりして具体的に想

像できるようにする。 

○言葉そのものに興味をもたせたり、

言葉のよさに気付かせたりするよう

な指導を行う。その際、国語辞典や

教科書巻末の「言葉のたから箱」を
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ために適当な言葉や表現を考え

る力が弱い。３年生以上で国語

辞典の使い方がまだ定着してい

ない。 

○漢字の形を整えて書き、文や文

章の中で使うことに課題がある

児童が多い。覚えた漢字を日常

の中で使おうとする意識もまだ

十分ではない。 

活用する。 

○漢字については、教科書の「漢字の

広場」等、既習漢字を用いた文や文

章を書く活動を定期的に取り入れ、

漢字に対する苦手意識や抵抗感を

減らしていく。漢字を書くことだけ

でなく、成り立ちなどを合わせて指

導することで、漢字に関心をもてる

ようにする。また、日常の中で漢字

を使って文を書くことを意識させ、

漢字を使うことのよさを実感させた

り、朝学習や家庭学習等を活用し、

繰り返し学習することで定着を図っ

たりする。 

○学校図書館を活用し、担任や司書・

図書支援員が読み聞かせをしたり

調べ学習を取り入れたりして、読書

活動を充実させ、語彙を増やし、言

葉に親しみがもてるようにする。 

 

社
会 

育成を目指す資質・能力 学習評価等の結果に基づく課題 
資質・能力を育む指導方法・ 

指導体制の工夫 

〇主体的に課題を追究す

る力  

〇情報を選択、活用する

力  

〇社会的事象を自分の生

活と関連付けて考える

力  

〇資料等から自ら学習問題を見

いだし、単元を通して解決して

いこうという意欲をもち学習す

ること。 

 

 

 

〇表やグラフ、写真などの資料を 

適切に読み取ること。また、読み

取ったことを適切に表現し、問

題解決に活用すること。 

〇複数の資料を関連付けて、社会

的事象を読み取ること。 

 

 

 

 

〇地域社会の一員として、大切な

ことや行っていることを実生活と

結び付けること。 

 

〇児童の興味関心を引き出す導入を

行い、主体的に課題を追究すること

ができるような学習活動を設定し、

問題解決の過程を重視する。  

〇調べ学習の型を指導し、分かったこ

とを基に考えたことを書く時間を毎

時間設定する。 

〇資料を関連付けて考えさせるため

に、時間の流れや変化の仕方、時

代とともに変わった点など、資料を

読み解く上で必要な視点を習得さ

せる。 

〇地図やグラフなどの資料の見方を

指導し、必要な情報を読み取り、活

用する力を育成する。 

〇情報機器を活用することで、社会

的事象への関心をもたせる。  

〇学習したことを発信できるようにす

る。学校生活での取り組みなどとつ

なげて、学習した内容を日常生活

に生かす場を設ける。 
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算
数 

育成を目指す資質・能力 
全国学力・学習状況調査、 

学習評価等の結果に基づく課題 

資質・能力を育む指導方法・ 

指導体制の工夫 

〇数とその表現や計算の意

味に着目し、発展的に考

察して問題を見いだすと

ともに、目的に応じて多

様な表現方法を用いな

がら数の表し方や計算の

仕方などを考察する力 

〇図形を構成する要素や

図形間の関係などに着目

し、図形の性質や図形の

計量について考察する力 

〇伴って変わる二つの数量

やそれらの関係に着目

し、変化や対応の特徴を

見いだして、二つの数量

の関係を表や式、グラフ

を用いて考察する力 

〇身の回りの事象から設定

した問題について、目的

に応じてデータを収集

し、データの特徴や傾向

に着目して適切な手法を

選択して分析を行い、そ

れらを用いて問題解決し

たり、 解決の過程や結

果を批判的に考察したり

する力 

〇数学的に表現・処理した

ことを振り返り、多面的に

捉え検討してよりよいも

のを求めて粘り強く考え

る態度、数学のよさに気

付き学習したことを生活

や学習に活用しようとす

る態度 

〈第１～２学年〉 

○計算だけできればよいのではな

く、場面を理解して立式したり、

考え方を説明したりする力が不

十分である。 

〇「知識・技能」、「思考・判断・表

現」共におおむね身に付いてい

るといえるが、繰り上がりや繰り

下がりの問題の正答率がやや

低い。 

〇「水のかさ」や「長さのたんい」で

は、単位換算して答える問題の

正答率が低い。また、定規を使

って直線を引くことや、正確に直

線の長さを測る問題の正答率

が低い。 

〈第３～６学年〉 

 

 

 

〇標準学力調査（ＣＢＴ）の結果で

は、「知識・技能」、「思考・判断・

表現」共に推定全国値を上回っ

ている。港区平均を下回る領域

は以下の通りである。 

第３学年→「数と計算」 

第４学年→「数と計算」 

「データの活用」 

第５学年→「図形」 

「データの活用」 

各学年で最も正答率が低い領

域は以下の通りである。 

第３学年「数と計算」 

第４学年「データの活用」 

第５学年「データの活用」 

第６学年「データの活用」 

〇全国学力・学習状況調査の結果

では、「知識・技能」、「思考・判

断・表現」共に全国平均や東京

都平均を上回っている。正答率

が低かった設問は以下の通りで

ある。 

「目的に応じて適切なグラフを

〇問題場面を正確に捉えるために、

授業で問題を扱うときには、「ど

んな条件が提示されているのか」

「何を求めるのか」を明確にする

ことで児童が立式の根拠を説明

できるようにする。低学年では、

「聞かれていること」「分かって

いること」に線を引き、問題場面

を整理して捉えるとともに、問題

となる場面を具体物操作と半具

体物操作で確認してから図や式

に表すようにする。考えについて

は、図や具体物を用いて説明する

機会を設けていく。中学年以降で

は、既習事項を確認した上で、図

や表と関連付けて説明できるよ

う指導する。 

〇テープ図や数直線図など、学年相

応の図や表を用いて、立式の根拠

を明らかにして解決できるよう

にする。 

○割合の系統的指導については、問

題文に書かれた情報を必ず数直

線図に表すよう指導する。「数直

線図・□を使った式・答え」のワ

ンセットで学習する流れを徹底

して指導していく。 

〇図形領域の指導において、定規、

分度器、コンパスなどの測定や作

図で用いる教具について、その正

しい使い方やそれぞれの特徴に

ついて、各学年で用いる際に繰り

返し確認していく。また、図形の

作図方法について復習する時間

を設け、教具を正しく使って正確

に作図できるようにする。図形の

具体物を用いることで構成要素

の位置や数を理解しやすくし、定

着を図る。 

〇自分の考えを分かりやすく説明

するためには、分かりやすく自分

の考えを伝えるという目的意識

をもたせた上で、自力解決に取り

本校における全国学力・学習状況調査 

平均正答率 72.4％ 
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選択して出荷量の増減を判断

し、その理由を言葉や数を用い

て記述できるかどうかをみるこ

と」「分数の加法について、共通

する単位分数を見いだし、加法

と被加法が、共通する単位分数

の幾つ分かを数や言葉を用い

て記述できるかどうかをみるこ

と」 

組ませることが大切である。ま

ず、一人一人が自分の考えをもて

るよう、学級全体で見通しを確認

し、共有する。次に、自力解決の

時間には児童のよい考え方を称

賛し、児童に自信をもたせた上で

解決に取り組ませる。そして、互

いのノートやタブレット端末を

見合い、他者の意見を取り入れて

よりよい考えを構築する時間を

作る。分かりやすい考えについて

は全体に共有し、どのように考え

を書けば、友達に自分の考えが伝

わるのかを考えるよう指導する。 

〇算数科は、系統的に内容が連なっ

ている。本時で学習する問題も以

前学習した知識を活用して解決

していく。そのことを踏まえ、１

時間で完結するのではなく、常

に、「今日は、前回のこのような内

容を活用して問題を解決した。」

「次はこんな問題を解決してみ

たい。」など、学習の振り返りを書

かせていく。このノートが学習の

積み重ねになり、困ったときには

自分のノートやタブレット端末

を振り返り、解決の手だてとでき

る児童を育成していく。 

○自主学習や家庭学習等で、繰り返

し練習問題を行うことで、「数と

計算」領域の基本的な学力の定着

を図る。 

○資料の一つ一つの情報を漏れな

く正確に数える方法を確認し、資

料から読み取ったことを正確に

表やグラフに表せるようにする。 
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理
科 

育成を目指す資質・能力 学習評価等の結果に基づく課題 
資質・能力を育む指導方法・ 

指導体制の工夫 

〇自然事象に対する基本

的な概念や知識、規則性

の理解、科学的に問題を

解決するために必要な観

察・実験等の基本的な技

能 

〇自然事象から問題を見

いだす力、問題の予想や

仮説を発想する力、解決

の方法を発想する力、観

察・実験の結果を解釈し

結論を導く力 

〇科学的に問題を解決するために

必要な観察・実験などに関する

基本的な技能 

〇観察・実験の結果を解釈し、結

論を導く力 

〇学習内容を応用し、異なる事象

の解釈へ応用する力 

〇ＩＣＴを活用してビデオや映像で様

子を見せ、観察・実験を視覚的に理

解できるようにする。 

〇実験前の予想や仮説を立てる時間

を確保し、仮説にあった実験方法を

探る経験を増やす。 

〇実験を通して、根拠を明確にして予

想を考えさせる。ワークシートやノ

ートを活用して、言語化させる。実

験結果から、どのようなことがいえ

るのか学級全体で共有し振り返り

を行うようにする。 

〇可能な限り実物を用いて観察・実

験を行う。 

〇巻頭の「理科の学び方」のページを

確認しながら活動を進め、児童自

身が現在どの段階なのかつかみや

すいようにする。 

〇学習内容を友達に説明する活動を

増やし、知識の活用を促す。教科書

の実験以外の場面を考えさせる。 

 

生
活
科 

育成を目指す資質・能力 学習評価等の結果に基づく課題 
資質・能力を育む指導方法・ 

指導体制の工夫 

○学校、家庭及び地域に

親しみをもち、安全に生

活する力 

○身近な人々、社会及び

自然を自分との関わり

で捉える力 

○自立し、生活を豊かにし

ていく力 

〇家庭生活で互いに支え合い、

自分の役割を積極的に果たす

ことが難しい児童もいる。 

〇身近な人々と伝え合ったり、自

然や植物と関わったりして、す

すんで楽しく交流することに課

題がある児童もいる。 

○安全に生活する力を高めるため

には、日々の学校生活の中で、児

童の実態に合わせて、その都度

考えさせる。 

○ＩＣＴを活用し、植物の成長の様子

などを指導者が紹介したり、児童

のタブレット端末を用い、互いに

植物の成長の様子などについて

紹介し合ったりして、興味や関心

を高めさせ、すすんで世話をし、

植物に親しみをもち、大切にする

ことができるようにする。 

〇地域の人と昔遊びなどで関わりを

もたせるようにする。 
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音
楽 

育成を目指す資質・能力 学習評価等の結果に基づく課題 
資質・能力を育む指導方法・ 

指導体制の工夫 

〇音楽の要素の働き方と

曲想との関わりを感じ

取ったり考えたりしなが

ら、曲全体を味わって

聴いたり、曲の特徴を

捉えて演奏したりする

力 

〇主体的・協働的に学び

ながら、自分の感じ方

や考えを広げたり、修正

したりしながら探究し、

学びを深めていく力 

〇楽器の基本的な奏法が身に付

いていない児童が見受けられ

る。 

〇音楽の要素を手がかりに、曲

のよさを感じ取ったり演奏した

りすることや、自分なりのイメ

ージを豊かに広げたりすること

が苦手な児童が一定数いる。 

〇全体的に「聞く」「聴く」力が不

足している。また、疑問をもっ

て粘り強く探求する意欲に欠

ける児童が少なくない。 

〇常時活動で、基礎・基本を身に付

けさせながら、題材や教材曲に合

わせて発問・学習形態、ワークシ

ートの内容を工夫したり、ＩＣＴ活

用したりすることにより学習効率

を上げ、深い学びが実現できるよ

うにする。 

〇授業内での、児童のアウトプット・

インプットバランスに留意するとと

もに、児童同士の意見交流や、グ

ループでアンサンブルづくりをす

るなどの、音楽活動を通して、主

体的・協働的に学べるようにす

る。 

〇技能の定着を目指し、楽しんで取

り組める活動を取り入れる。 

 

図
工 

育成を目指す資質・能力 学習評価等の結果に基づく課題 
資質・能力を育む指導方法・ 

指導体制の工夫 

○造形的・創造的な視点に

ついて理解し、発想や構

想したり、自分の見方や

感じ方を深めたりしなが

ら、身近な材料や用具を

使い表し方を工夫して自

分なりに表現する力 

○感性や想像力を働かせ、

造形的な発想や構想をし

たり、自分のイメージをも

ちながら意味や価値を創

り出したりする力 

○自分なりの発想や構想していく

ことに経験的な個人差がある。

見通しをもって計画的に進める

ことが難しかったり、試行錯誤を

重ねながら粘り強く表現したり

することが難しい児童がいる。ま

た、自分で価値付けして作品を

進めていくことに自信がなく、躊

躇してしまう児童も見られるた

め、作品作りに取り組む前から

の意欲を高める必要がある。 

○いろいろな発想ができる児童が

多いが、対象や事象を捉える造

形的な視点について自分の感

覚や行為を通して理解したり、

表現技能が追い付かず、材料や

用具から自分なりに表したりす

ることが難しい児童も見られる。 

〇児童の実態や発達に応じた題材や

材料設定を行い、児童の意欲を高

めるように作品作りの予告をした

り、導入を工夫して視点を絞って表

したいことを思い付くようにしたりし

て、児童の興味関心を引き出す。 

また、作品鑑賞の時間を確保し、他

の児童の活動を参考にしながら見

通しをもって取り組める力を伸ば

す。 

〇様々な材料や道具に触れたり、経

験したりできるような題材設定を行

い、児童が自ら考え、選択し、試し、

価値付けをして表現していくという

環境づくりを行い、経験を積み重ね

られるような題材設定を行うことで

基本的な力を伸ばせるように促す。 
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家
庭 

育成を目指す資質・能力 学習評価等の結果に基づく課題 
資質・能力を育む指導方法・ 

指導体制の工夫 

〇日常生活に必要な基礎

的、基本的な知識及び技

能を身に付ける。 

〇生活を見つめ、家族の一

員として家庭で実践する

力をつける。 

○生活経験が乏しく、調理や裁縫

の技能が十分に身に付いていな

い。 

〇既習事項が十分に身に付いて

いないため、学びの積み重ねや

工夫ができない。 

〇学習したことを生活に生かした

り、家庭で実践したりしようとす

る意欲が低い。 

〇学習したことを、家庭生活で繰

り返し実践できていない。 

〇実践的、体験的な活動を重視した

学習を展開する。その中で、動画等

のＩＣＴ教材を活用し、調理や裁縫

の技能を視覚的に理解できるよう

にする。また、地域支援ボランティア

などの人材を活用し、個別に支援で

きる体制を整える。 

〇実践を重ねることにより身に付くこ

とを意識させる。家庭での実践にお

いて、保護者にも協力を依頼する。 

 

 

体
育 

育成を目指す資質・能力 学習評価等の結果に基づく課題 
資質・能力を育む指導方法・ 

指導体制の工夫 

〇特性に応じた運動の行

い方や、健康・安全につ

いて理解するとともに、

基本的な動きや技能を

身に付ける力 

〇運動や健康についての

課題を見付け、解決に

向けて思考し、判断する

とともに、他者に伝える

力 

〇運動に親しむとともに健

康の保持増進と体力の

向上を目指し、楽しく明

るい生活を営む態度 

〇学習したことを共有したり、相

手に分かりやすく伝えたりする

力が課題である。 

〇１年男子は特に立ち幅跳びが

全国より３ｃｍ、ボール投げは

２ｍ低い。女子は立ち幅跳び

が６cm、長座体前屈が３ｃｍ

低い。 

○２年男子は長座体前屈が４ｃ

ｍ、立ち幅跳びが２ｃｍ低い。

女子は立ち跳びが２ｃｍ、長座

体前屈が２ｃｍ低い。 

○３年男子は長座体前屈が４ｃｍ

低い、女子は反復横跳びが３

回少ない。 

○４年男子は長座体前屈・立ち

幅跳びが２ｃｍ、ボール投げが

２ｍ低い。女子は反復横跳び

が２回少ない。 

○５年男子は長座体前屈が２ｃｍ

低い、女子は２０ｍシャトルが２

回少ない。 

○６年男子は立ち幅跳びが２ｃ

ｍ、ボール投げが２ｍ低い、女

子はボール投げが３ｍ低い。 

〇運動する子とそうでない子と

が二極化している。 

〇単元を通して、身に付けさせたい

３つの資質能力を明らかにして指

導を行う。 

〇振り返りで学習カードを活用し、

自己の課題を見付けさせたり、次

のめあてをもたせたりする。 

〇児童の様子や学習カードの記述

から学習状況を見取り、適切な言

葉掛けを行う。 
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国
際 

育成を目指す資質・能力 学習評価等の結果に基づく課題 
資質・能力を育む指導方法・ 

指導体制の工夫 

〇場面や状況に応じたコ

ミュニケーションを行う

力 

〇既習言語を用い、豊か

なコミュニケーションを

行う力 

〇自らすすんでコミュニケ

ーションを図ろうとする

力 

〇相手に対して、どのようにして

英語で伝えたらよいか考える

力を付ける。 

〇相手の思いや考えに耳を傾

け、誰に対しても自分の思い

や考えを英語で伝えようとす

る力を育む。 

〇児童の手本となるコミュニケーシ

ョンを示せるよう、担任又は専科

教員と NT のティーム・ティーチン

グを充実させる。 

〇聞く力を伸ばすために、ある程度

長い会話のリスニングを設け、英

語のリズムやアクセントを身に付

けさせる。 

〇児童が必要性を感じる課題を設

定し、「やりとり」や「スピーチ」等

の言語活動を充実させる。 

〇ワークシート等を用いて、音声に

慣れ親しんだ語句を読む・書く技

能を定着させる。 

 

道
徳 

育成を目指す資質・能力 学習評価等の結果に基づく課題 
資質・能力を育む指導方法・ 

指導体制の工夫 

〇誰に対しても思いやり

の心をもち、相手の立場

に立って親切にする力 

〇希望や勇気、努力と強い

意志をもち高い目標に

向かって努力できる力 

〇自立心や自律心をもっ

て人としてよりよく生

きる上で大切なことや

自己の生き方について

考えを深める力 

〇差別や偏見のない思いやりの

心情を育む。 

〇目標に向かって努力できる力

を伸ばす。 

〇よりよく生きる上で大切なこ

とや自己の生き方について考

えを深める。 

〇授業後半に教材を通して自己を

振り返る時間や見つめ直す時間

を確保する。 

〇学習内容を多面的・多角的に考え

られるようにするため、ペアや全

体での話し合い活動を取り入れ

る。 

〇教材を効果的に提示するために、

場面絵やＩＣＴを活用する。 

 

特
別
活
動 

育成を目指す資質・能力 学習評価等の結果に基づく課題 
資質・能力を育む指導方法・ 

指導体制の工夫 

〇学級や学校の生活上の

課題を見いだし、よりよ

い解決に向けて話し合

う力 

〇友達の考えを尊重しな

がら合意形成を図り、自

分の役割や責任を果た

す力 

〇集団の一員として主体

的に実践し、よりよい人

間関係や学校生活を築

こうとする態度 

〇話合いの形に慣れておらず、自

分の考えを根拠をもって伝え

たり、友達の意見を深めたりし

て合意形成することができな

い。 

〇学級を自分たちでよりよくし

ていこうという意識が十分で

ない。 

〇高学年として、学校のために役

立とうという思いをもって委員

会活動や行事に取り組む力が

十分ではない。 

〇年間指導計画を基に、見通しをもっ

て活動に取り組み、計画的に話し合

い活動に取り組めるようにする。 

〇キャリアパスポートを活用し、行事

や日々の生活を通して成長したこ

と、次に生かしたいことなどに一人

一人が気付けるようにする。 

〇特別活動部から提案して、学級会

は各クラス自主的な態度を育てら

れるように、児童が中心となって話

し合いができる環境を整える。 
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総
合
的
な
学
習
の
時
間 

育成を目指す資質・能力 学習評価等の結果に基づく課題 
資質・能力を育む指導方法・ 

指導体制の工夫 

〇課題の解決に必要な知

識及び技能を身に付け、

課題に関わる概念を形

成し、探究的な学習のよ

さを理解しようとする。 

〇実生活の中から問いを

見いだし、自分で課題を

立てて、情報を集め、整

理・分析して・まとめ・表

現することができるよう

にする。 

〇探究的な学習に主体的・

協働的に取り組むととも

に互いのよさを生かしな

がら、積極的に社会に参

画しようとする態度をも

つ。 

○自ら課題を設定する経験が少な

く、探究する価値のある課題設

定をすることが難しい。 

○課題の解決に向けて、見通しを

もって粘り強く取り組むことが

難しい。 

〇互いのよさを生かしながら取り

組む経験が乏しい。 

〇児童自身が「調べてみたい」「解決

したい」「伝えたい」と思えるよう

な課題との出会わせ方を工夫す

る。また、単元全体の計画を子ど

も主体で立てさせることで、見通

しをもって主体的に活動に取り

組めるようにする。 

〇他教科での学習を生かし、情報収

集、整理・分析、まとめ、表現する活

動をくり返し行う。 

〇情報活用能力や問題発見・解決能

力を構成する個別の知識・技能な

ど身に付ける機会を作る。 

〇他の児童と協働的に取り組むこと

で、解決の糸口がつかみやすくなっ

たり、新しい考えがでたりするよう

な経験ができるように、思考ツール

などを活用して考えを共有できる学

習を行っていく。 

〇プログラミング学習については、

情報担当と連携し、教員同士での

学び合いの場を設定したり、授業

を見合ったりする。ＩＣＴ支援員

を授業内でも効果的に活用して

いく。 

 


